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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内に挿入された内視鏡を所定の挿入位置で固定して保持する内視鏡ホルダーであって
、
　一側面が開放された中空四角筒状の内部に内視鏡を収容する内視鏡収容部を備えるホル
ダー本体と、
　該内視鏡収容部の長さ方向に延在する板状体からなり、該内視鏡収容部に収容された該
内視鏡に当接されて該内視鏡を挟持する第１及び第２の把持部材と、
　該第１及び第２の把持部材の間に配設され該第１及び第２の把持部材を互いに離間する
方向に付勢する第１の弾性部材と、
　該第１の弾性部材の付勢力に抗して該第１の把持部材を該第２の把持部材方向に押圧す
る押圧部材と、
　該押圧部材による押圧状態を保持又は解除するスイッチング機構と、
　該第１及び第２の把持部材の該内視鏡に当接する面に該内視鏡収容部の長さ方向に沿っ
て回転自在に設けられたローラーと、
　該第２の把持部材と該内視鏡収容部の内壁との間に配設され該第２の把持部材を該内視
鏡収容部の長さ方向に対して揺動自在に支持する第２の弾性部材とを備えることを特徴と
する内視鏡ホルダー。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡ホルダーにおいて、前記第２の弾性部材は前記内視鏡収容部の長
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さ方向に沿って少なくとも２ヶ所に配設されることを特徴とする内視鏡ホルダー。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載の内視鏡ホルダーにおいて、該第１の把持部材と該押圧部材
との間に配設され該第１の把持部材を該内視鏡収容部の長さ方向に対して揺動自在に支持
する第３の弾性部材を備えることを特徴とする内視鏡ホルダー。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項記載の内視鏡ホルダーにおいて、前記内視鏡収容部
の内壁面に前記第１及び第２の把持部材が相互に近接することを規制する規制部材を備え
ることを特徴とする内視鏡ホルダー。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか１項記載の内視鏡ホルダーにおいて、前記内視鏡収容部
の開放された側面に対向する側面に沿って立設された複数の柱状部材を備える一方、前記
第１及び第２の把持部材は該柱状部材が挿通される長孔部を備え、該長孔部は該柱状部材
に対し少なくとも該内視鏡収容部の長さ方向に間隙を備えることを特徴とする内視鏡ホル
ダー。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項記載の内視鏡ホルダーにおいて、前記ホルダー本体
を任意の位置及び姿勢で支持するアームを備え、該ホルダー本体は該アームの先端部に一
体的に固定され、又は該先端部に着脱自在に取り付けられることを特徴とする内視鏡ホル
ダー。
【請求項７】
　請求項６記載の内視鏡ホルダーにおいて、前記アームの基端部をベッドのフレーム若し
くはレール部又は他の固定用部材に着脱自在に固定するアーム固定手段を有することを特
徴とする内視鏡ホルダー。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のいずれか１項記載の内視鏡ホルダーにおいて、前記内視鏡は上部
消化管内視鏡又は下部内視鏡であることを特徴とする内視鏡ホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡ホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体内に挿入された内視鏡を所定の挿入位置で固定して保持する内視鏡ホルダーと
して、操作部の先端に開閉自在に設けられた１対の半円筒状のクリップと、該クリップの
内面に長さ方向に延在する回転自在の複数のローラーとを備えるものが知られている（特
許文献１参照）。
【０００３】
　前記内視鏡は、体内に挿入されたときに所定の挿入位置で体内を観察し、又は所要の処
置を行うことがあり、この場合には該挿入位置に固定されることが望まれる。そこで、前
記従来の内視鏡ホルダーによれば、体内に挿入された内視鏡を前記１対の半円筒状のクリ
ップで挟持して把持することにより、所定の挿入位置で固定して保持することができる。
【０００４】
　また、前記内視鏡は、前記挿入位置に固定された状態でその周囲を観察し、又は所要の
処置を行うために回転することが望まれることがある。このとき、前記従来の内視鏡ホル
ダーによれば、前記クリップの内面に回転自在の複数のローラーを備えているので、前記
挿入位置に固定された状態の前記内視鏡を該ローラーにより回転させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開２０１５－１９８９３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　また、前記内視鏡は、前記挿入位置に固定された状態で、先端部を腸壁や胃壁等に近接
させるため、軸方向に対して揺動することが望まれる。
【０００７】
　本発明は、かかる事情に鑑み、体内に挿入された内視鏡を所定の挿入位置で回転自在に
固定して保持しつつ、該挿入位置に固定された状態の該内視鏡を揺動させることができ、
しかも容易に内視鏡に装着することができる内視鏡ホルダーを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる目的を達成するために、本発明の内視鏡ホルダーは、体内に挿入された内視鏡を
所定の挿入位置で固定して保持する内視鏡ホルダーであって、一側面が開放された中空四
角筒状の内部に内視鏡を収容する内視鏡収容部を備えるホルダー本体と、該内視鏡収容部
の長さ方向に延在する板状体からなり、該内視鏡収容部に収容された該内視鏡に当接され
て該内視鏡を挟持する第１及び第２の把持部材と、該第１及び第２の把持部材の間に配設
され該第１及び第２の把持部材を互いに離間する方向に付勢する第１の弾性部材と、該第
１の弾性部材の付勢力に抗して該第１の把持部材を該第２の把持部材方向に押圧する押圧
部材と、該押圧部材による押圧状態を保持又は解除するスイッチング機構と、該第１及び
第２の把持部材の該内視鏡に当接する面に該内視鏡収容部の長さ方向に沿って回転自在に
設けられたローラーと、該第２の把持部材と該内視鏡収容部の内壁との間に配設され該第
２の把持部材を該内視鏡収容部の長さ方向に対して揺動自在に支持する第２の弾性部材と
を備えることを特徴とする。
【０００９】
　例えば、内視鏡ホルダーが中空筒状体であって側面に開口部を有さないホルダー本体を
備える場合、該内視鏡ホルダーを内視鏡に装着しようとするときには、長尺の該内視鏡を
その先端から該ホルダー本体に挿通しなければならない。これに対して、本発明の内視鏡
ホルダーは、ホルダー本体が一側面が開放された中空四角筒状であり、その内部に内視鏡
を収容する内視鏡収容部を備える。そこで、本発明の内視鏡ホルダーによれば、前記ホル
ダー本体の開放された側面を該内視鏡の長さ方向の任意の部分に添わせ、該開放された側
面から前記内視鏡収容部に該内視鏡を収容することにより、長尺の該内視鏡に容易に装着
することができる。
【００１０】
　また、本発明の内視鏡ホルダーは、前記ホルダー本体の前記内視鏡収容部内に、該内視
鏡収容部の長さ方向に延在する板状体からなる第１及び第２の把持部材を備えており、該
第１及び第２の把持部材の間には、該第１及び第２の把持部材を互いに離間する方向に付
勢する第１の弾性部材が配設されている。そこで、前記第１の把持部材は、押圧部材によ
り前記第１の弾性部材の付勢力に抗して前記第２の把持部材方向に押圧されることにより
、前記内視鏡を該第２の把持部材との間に挟持する。前記押圧部材による押圧状態はスイ
ッチング機構により保持され、この結果、本発明の内視鏡ホルダーは、前記内視鏡を前記
第１及び第２の把持部材の間に保持することができ、体内に挿入された該内視鏡を所定の
挿入位置で固定することができる。
【００１１】
　このとき、前記第１及び第２の把持部材は、前記内視鏡に当接する面に前記内視鏡収容
部の長さ方向に沿ってローラーが設けられており、該ローラーは回転自在とされている。
そこで、前記第１及び第２の把持部材の間に保持された前記内視鏡は、前記ローラーによ
り、体内の所定の挿入位置に固定されたまま回転することができる。
【００１２】
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　また、このとき、前記第２の把持部材は前記内視鏡収容部の内壁との間に配設された第
２の弾性部材により、前記内視鏡収容部の長さ方向に対して揺動自在に保持されている。
従って、前記第１及び第２の把持部材の間に保持された前記内視鏡は、体内の所定の挿入
位置に固定されたまま、前記内視鏡収容部の長さ方向、換言すれば該内視鏡の軸方向に対
して揺動することができる。
【００１３】
　本発明の内視鏡ホルダーにおいて、前記第１の把持部材は、前記スイッチング機構によ
り前記押圧部材による押圧状態が解除されると、前記第１の弾性部材の付勢力により原状
に復帰することができる。
【００１４】
　また、本発明の内視鏡ホルダーは、前記第１の把持部材と前記押圧部材との間に配設さ
れ前記第１の把持部材を前記内視鏡収容部の長さ方向に対して揺動自在に支持する第３の
弾性部材を備えていることが好ましい。
【００１５】
　本発明の内視鏡ホルダーにおいて、前記第２の弾性部材は前記内視鏡収容部の長さ方向
に沿って少なくとも２ヶ所に配設されることが好ましい。前記第２の弾性部材が前記内視
鏡収容部の長さ方向に沿って少なくとも２ヶ所に配設されていることにより、前記第２の
把持部材の揺動を安定に行うことができる。
【００１６】
　本発明の内視鏡ホルダーは、前記第３の弾性部材を備えていることにより、前記第１の
把持部材も前記内視鏡収容部の長さ方向に対して揺動自在とされるので、前記第１及び第
２の把持部材の間に保持された前記内視鏡を、より容易に、前記内視鏡収容部の長さ方向
に対して揺動させることができる。
【００１７】
　また、本発明の内視鏡ホルダーは、前記内視鏡収容部の内壁面に前記第１及び第２の把
持部材が相互に近接することを規制する規制部材を備えることが好ましい。本発明の内視
鏡ホルダーは、前記内視鏡収容部の内壁面に前記規制部材を備えることにより、前記内視
鏡が前記第１及び第２の把持部材の間に過度に強固に把持されることを防止して、該内視
鏡の損傷を防止することができる。
【００１８】
　また、本発明の内視鏡ホルダーは、前記内視鏡収容部の開放された側面に対向する側面
に沿って立設された複数の柱状部材を備える一方、前記第１及び第２の把持部材は該柱状
部材が挿通される長孔部を備え、該長孔部は該柱状部材に対し少なくとも該内視鏡収容部
の長さ方向に間隙を備えることが好ましい。
【００１９】
　前記第１及び第２の把持部材は前記長孔部を備え、該長孔部に前記柱状部材が挿通され
ているので、前記押圧部材により押圧され、或いは押圧が解除されたときには、該柱状部
材に沿って移動することができる。
【００２０】
　一方、前記第１及び第２の把持部材が前記のように揺動する際には、前記柱状部材との
干渉により該揺動が妨げられることが懸念される。しかし、本発明の内視鏡ホルダーでは
、前記長孔部は前記柱状部材に対し少なくとも前記挿通孔の長さ方向に間隙を備えている
ので、前記第１及び第２の把持部材が揺動したときにも、該柱状部材が該第１及び第２の
把持部材に干渉することを避けることができる。
【００２１】
　また、本発明の内視鏡ホルダーは、前記ホルダー本体を任意の位置及び姿勢で支持する
アームを備え、該ホルダー本体は該アームの先端部に一体的に固定され、又は該先端部に
着脱自在に取り付けられていることが好ましい。本発明の内視鏡ホルダーは、前記アーム
を備えることにより、種々の治療又は検査等の状況に応じて、前記ホルダー本体を任意の
位置及び姿勢で支持することができる。
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【００２２】
　前記アームを備える場合、本発明の内視鏡ホルダーは、該アームの基端部をベッドのフ
レーム若しくはレール部又は他の固定用部材に着脱自在に固定するアーム固定手段を備え
ることが好ましい。本発明の内視鏡ホルダーは、前記アーム固定手段を備えることにより
、ベッド等に前記アームを固定し、該アームで前記ホルダー本体をベッド上の空間の任意
の位置において任意の姿勢で保持することができる。従って、本発明の内視鏡ホルダーは
、内視鏡を、ベッド上で手技が施される患者の様々な状況に応じた適切な位置及び姿勢で
保持することができる。
【００２３】
　また、本発明の内視鏡ホルダーにおいて、前記内視鏡は、上部消化管内視鏡であっても
よく、下部（大腸）内視鏡であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の内視鏡ホルダーの構成を示す斜視図。
【図２】図１に示す本発明の内視鏡ホルダーの開口部方向から見た側面図。
【図３】Ａは図２のＡ－Ａ線断面図、Ｂは図２のＢ－Ｂ線断面図。
【図４】図３のIV－IV線断面図。
【図５】図４に示す把持部材の平面図。
【図６】Ａは図１の内視鏡ホルダーを、アームを用いて下部（大腸）内視鏡に使用する状
態を示す斜視図、ＢはＡに示す患者の足方向から見た側面図。
【図７】図１に示すホルダー本体がアームの先端部に一体的に固定された状態を示す側面
図。
【図８】Ａは図１に示すホルダー本体がアームの先端部に着脱自在に取り付けられた状態
を示す正面図、ＢはＡの側面図。
【図９】アームの基端部がレール付きベッドにクランプで固定された状態を示す側面図。
【図１０】図９に示すクランプの正面図。
【図１１】アームの基端部がベッドフレームにクランプで固定された状態を示す側面図。
【図１２】図１１に示すクランプの正面図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　次に、添付の図面を参照しながら本発明の実施の形態についてさらに詳しく説明する。
【００２６】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡ホルダー１は、中空四角筒状体からなるホルダ
ー本体２を備え、ホルダー本体２は該中空四角筒状体の一側面に開口部３を備えている。
そして、ホルダー本体２は該中空四角筒状体の内部に、開口部３から挿入される内視鏡Ｅ
が収容される内視鏡収容部４を備えている。
【００２７】
　本実施形態の内視鏡ホルダー１は、図２～図４に示すように、内視鏡収容部４の内部に
その長さ方向に延在する板状体からなる第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂと、開口部３
に対向する側面２ａに沿って立設された３本の柱状部材６ａ，６ｂ，６ｃとを備えている
。第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂは、図３に示すように、断面視円弧状面７とその両
端に連設された平板状面８とを備え、円弧状面７により内視鏡Ｅに当接されるようになっ
ており、円弧状面７には内視鏡収容部４の長さ方向に沿って１対のローラー９が回転自在
に設けられている。
【００２８】
　平板状面８には、長孔部１０が設けられており、柱状部材６ａ，６ｂ，６ｃは長孔部１
０に挿通されている。この結果、第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂは、柱状部材６ａ，
６ｂ，６ｃに沿って移動可能とされている。
【００２９】
　また、第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂの間には、第１及び第２の把持部材５ａ，５
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ｂを互いに離間する方向に付勢する第１の弾性部材としてのスプリング１１が柱状部材６
ｂを軸として配設されている。
【００３０】
　第２の把持部材５ｂは、ホルダー本体２の底部内壁面との間に配設された第２の弾性部
材としてのスプリング１２により、内視鏡収容部４の長さ方向に対して揺動自在に保持さ
れている。図４に示すように、本実施形態では、スプリング１２は内視鏡収容部４の長さ
方向に沿って２ヶ所に設けられているが、１ヶ所でもよく、３ヶ所以上に設けられていて
もよい。
【００３１】
　一方、第１の把持部材５ａは、ホルダー本体２の天面を貫通して設けられた押圧部材１
３に第３の弾性部材としてのスプリング１４を介して、内視鏡収容部４の長さ方向に対し
て揺動自在に接続されている。スプリング１４は押圧部材１３に内蔵されている。ここで
、第１の把持部材５ａは、押圧部材１３によりスプリング１１の付勢力に抗して第２の把
持部材５ｂ方向に押圧されるようになっている。尚、スプリング１４は、必須のものでは
なく、無くてもよい。
【００３２】
　押圧部材１３は、例えば、側面に設けられたラック１５を、スイッチング機構としての
レバー１６に設けられた歯止め１７に係止させるラチェット機構により、第１の把持部材
５ａを第２の把持部材５ｂ方向に押圧する押圧状態を保持することができる。レバー１６
はスプリング１８により押圧部材１３方向に付勢されている。前記ラチェット機構では、
押圧部材１３が押下されるとラック１５が歯止め１７を押すので、歯止め１７が押圧部材
１３から離間する方向に退避し、ラック１５が歯止め１７を通過すると再び歯止め１７が
押圧部材１３方向に移動してラック１５に係止される。
【００３３】
　また、レバー１６は、図１に矢示するように、スプリング１８の付勢力に抗して押圧部
材１３から離間する方向に操作することにより、歯止め１７によるラック１５の係止を解
除することができ、これにより第１の把持部材５ａの前記押圧状態を解除することができ
る。
【００３４】
　本実施形態では、押圧部材１３と前記スイッチング機構とを前記ラチェット機構により
構成しているが、所謂２段ノック機構（例えば特開平９－９９６９１号公報参照）、ハー
トカム機構（例えば特開２０１４－１１０６８号公報参照）等により構成してもよい。
【００３５】
　長孔部１０は、図５に第２の把持部材５ｂを例として示すように、円弧状面７の一方の
側部の平板状面８に設けられている。長孔部１０は、その両端に柱状部材６ａ，６ｃが挿
通される一方、中央部に橋絡部１９を備えている。橋絡部１９は丸孔部１９ａを備え、丸
孔部１９ａに柱状部材６ｂが挿通される一方、スプリング１１の端部が橋絡部１９に係止
されている。また、長孔部１０は柱状部材６ａ，６ｃの周囲に間隙を備えており、丸孔部
１９ａは柱状部材６ｂの周囲に間隙を備えている。
【００３６】
　また、ホルダー本体２は、側面２ａの内面の第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂの間に
、第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂの近接を規制する規制部材として、上下１対のスト
ッパー２０が突設されている。ストッパー２０を設けることにより、内視鏡Ｅが第１及び
第２の把持部材５ａ，５ｂの間に過度に強固に把持されることを防止して、内視鏡Ｅの損
傷を防止することができる。
【００３７】
　また、内視鏡ホルダー１は、図６に、内視鏡Ｅが下部（大腸）内視鏡である場合を例と
して示すように、ホルダー本体２を支持するアーム２１を備えている。アーム２１は、内
視鏡Ｅを支持したホルダー本体２を任意の位置及び姿勢で確実に保持するために、複数の
関節２２を備え、患者Ｐが側臥するベッド２３に対し、アーム固定手段２４により固定さ
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れる。
【００３８】
　ホルダー本体２は、図７に示すように、アーム２１の先端部に一体的に固定されていて
もよく、図８に示すように、アーム２１の先端部に着脱自在に取り付けられてもよい。ホ
ルダー本体２をアーム２１の先端部に着脱自在に取り付けるための手段としては、捩じり
ばね２５によりクランプ力を付与するクランプ２６を用いることができる。
【００３９】
　アーム固定手段２４としては、例えば図９及び図１０に示すように、ベッド２３のレー
ル部２７にアーム２１の基端部を固定するクランプ３１を用いることができる。クランプ
３１は、アーム２１の基端部に蝶ねじ３２により螺着される固定部３３と、固定部３３に
螺合する蝶ねじ３４により固定部３３方向に締め付けられる可動部３５とを備える。レー
ル部２７に対するクランプ３１の固定は、レール部２７の下部に当接された固定部３３に
対し、レール部２７の上側に配置された可動部３５を蝶ねじ３４により締め付け、レール
部２７を固定部３３と可動部３５とにより挟持することにより行うことができる。
【００４０】
　また、アーム固定手段２４として、図１１及び図１２に示すように、ベッド２３のフレ
ーム２８にアーム２１の基端部を固定するＣ型クランプ３６を用いることもできる。Ｃ型
クランプ３６は、アーム２１の基端部に蝶ねじ３７により螺着される固定部３８と、固定
部３８の両端部から固定部３８に対して垂直方向に突出する爪部３９ａ，３９ｂと、爪部
３９ｂに螺合する蝶ねじ４０により爪部３９ａ方向に締め付けられる座金部４１とを備え
る。フレーム２８に対するＣ型クランプ３６の固定は、フレーム２８の上面に当接された
爪部３９ａに対し、フレーム２８の下側に配置された爪部３９ｂに螺合された蝶ねじ４０
により座金部４１を締め付け、フレーム２８を爪部３９ａと座金部４１とにより挟持する
ことにより行うことができる。
【００４１】
　アーム固定手段２４は、上述のようにアーム２１をベッド２３のレール部２７又はフレ
ーム２８に固定するものに限らず、テーブルや机などの他の固定用部材に固定するもので
あってもよい。
【００４２】
　尚、図６～図１２においては、アーム２１により支持されたホルダー本体２に内視鏡Ｅ
として下部（大腸）内視鏡を装着して用いる場合について説明しているが、本実施形態の
内視鏡ホルダー１はホルダー本体２に内視鏡Ｅとして上部消化管内視鏡を装着して用いる
こともできる。
【００４３】
　次に、本実施形態の内視鏡ホルダー１の作動について説明する。
【００４４】
　本実施形態の内視鏡ホルダー１は、図１に示すように、ホルダー本体２の開口部３を内
視鏡Ｅの長さ方向の任意の部分に添わせ、内視鏡Ｅを矢示方向に移動させて開口部３から
内視鏡収容部４に収容することにより、内視鏡Ｅに装着する。
【００４５】
　次に、押圧部材１３を押下すると、第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂが柱状部材６ａ
，６ｂ，６ｃに案内されて下方に移動し、第１の把持部材５ａがスプリング１１の付勢力
に抗して第２の把持部材５ｂ方向に押圧される。このとき、前述のように、押圧部材１３
のラック１５がレバー１６の歯止め１７に係止されることにより、第１の把持部材５ａが
第２の把持部材５ｂ方向に押圧された押圧状態が保持され、内視鏡Ｅが第１及び第２の把
持部材５ａ，５ｂの間に挟持されて保持される。この結果、内視鏡ホルダー１により、体
内に挿入された内視鏡Ｅが所定の挿入位置で固定される。
【００４６】
　このとき、内視鏡ホルダー１では、押圧部材１３のラック１５がレバー１６の歯止め１
７に係止されるラチェット機構を備えており、第１の把持部材５ａを段階的に第２の把持



(8) JP 6249463 B1 2017.12.20

10

20

30

部材５ｂに近接させることができる。この結果、内視鏡Ｅの直径の大小に拘わらず、内視
鏡Ｅを第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂの間に確実に保持することができる。
【００４７】
　また、内視鏡ホルダー１では、第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂの円弧状面７にロー
ラー９が回転自在に設けられているので、内視鏡Ｅは所定の挿入位置で固定されたまま回
転することができる。
【００４８】
　また、内視鏡ホルダー１では、第１の把持部材５ａは押圧部材１３との間に配設された
スプリング１４により内視鏡収容部４の長さ方向に対して揺動自在に保持され、第２の把
持部材５ｂは内視鏡収容部４の底面の内壁との間に配設されたスプリング１２により内視
鏡収容部４の長さ方向に対して揺動自在に保持されている。そこで、内視鏡Ｅは、体内の
所定の挿入位置に固定されたまま、その軸方向に対して揺動することができる。
【００４９】
　このとき、内視鏡ホルダー１では、柱状部材６ａ，６ｃが第１及び第２の把持部材５ａ
，５ｂに備えられた長孔部１０に挿通されており、柱状部材６ｂが長孔部１０の橋絡部１
９に設けられた丸孔部１９ａに挿通されているが、長孔部１０は柱状部材６ａ，６ｃの周
囲に間隙を備えており、丸孔部１９ａは柱状部材６ｂの周囲に間隙を備えている。従って
、第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂが揺動したときにも、柱状部材６ａ，６ｂ，６ｃは
第１及び第２の把持部材５ａ，５ｂに干渉することを避けることができ、第１及び第２の
把持部材５ａ，５ｂの揺動を円滑に行うことができる。
【符号の説明】
【００５０】
　１…内視鏡ホルダー、　２…ホルダー本体、　３…開口部（開放された一側面）、　４
…内視鏡収容部、　５ａ…第１の把持部材、　５ｂ…第２の把持部材、　６ａ，６ｂ，６
ｃ…柱状部材、　９…ローラー、　１０…長孔部、　１１…スプリング（第１の弾性部材
）、　１２…スプリング（第２の弾性部材）、　１３…押圧部材、　１４…スプリング（
第３の弾性部材）、　１６…レバー（スイッチング機構）、　２１…アーム、　３１，３
６…クランプ。

【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡を所定の挿入位置で回転自在に固定して保持しつつ、揺動させることがで
き、しかも容易に内視鏡に装着できる内視鏡ホルダーを提供する。
【解決手段】内視鏡ホルダー１は、一側面が開放された中空四角筒状の内部に内視鏡Ｅを
収容する内視鏡収容部４を備えるホルダー本体２と、内視鏡収容部４に収容された内視鏡
Ｅを挟持する把持部材５ａ，５ｂと、把持部材５ａ，５ｂを互いに離間する方向に付勢す
る第１の弾性部材と、把持部材５ａを把持部材５ｂ方向に押圧する押圧部材１３と、押圧
状態を保持又は解除するスイッチング機構と、把持部材５ａ，５ｂに設けられたローラー
９と、把持部材５ｂを揺動自在に支持する第２の弾性部材１２とを備える。
【選択図】図３
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